【介護支援専門員意見書作成の留意事項】
＜基本情報＞

（１）新規・変更：どちらかにレ点をつけて下さい。

　　（２）生年月日

　　（３）意見書作成者の所属と氏名を記入して下さい。

＜１．本人の状況＞

（１）要介護度

意見書作成日現在の要介護度を記入して下さい。

（２）認知症日常生活自立度
「医師の意見書」を基に記入して下さい。意見書が無い場合は、「認定調査票」を基に記入を　　　お願いします。
（３）認知症による不適応行動

要介護度認定調査における認知症の項目で、不適応行動にあたる下記の項目に当てはまるものを記入して下さい。
①夜間不眠や昼夜が逆転している

②1人で外に出たがり目が離せない

③火の始末や火元の管理ができない

④ろう便行為など不潔行為がある

⑤異食行為がある
上記に当てはまる行為が見られる場合に、その頻度にチェック（レ点）を付けて下さい。

　　①非常に多い・・・毎日ある場合に該当

　　②やや多い・・・・週に１～２回以上ある場合に該当

　　③少しあり・・・・月に１～２回程度ある場合に該当
※認知症による不適応行動について、それらの具体的な状況なども記入して下さい。

＜２．在宅サービスの利用度＞

（１）直近３ヶ月の単位数
・申込み月の３ヶ月前より、利用実績を基に在宅サービスを利用した総単位数を記入して下さい。３ヶ月満たない場合には、２ヶ月や１ヶ月分の記入をお願いします。

・入院や入所中の場合は、単位数の記入は必要ありません。

・小規模多機能型の利用の場合は、同様に利用単位数を記入し、下記の記入欄に月ごとの利用状況を記入して下さい

例）日帰り：○○回／月　　　泊まり：○○回／月　　　訪問：○○回／月

福祉用具：○○単位／月　　　訪問看護：○○単位／月
（２）利用限度額割合

直近３ヶ月の利用単位数の合計を要介護度により設定された「区分支給限度基準額」の３ヶ月合計で割り、１００を掛けたパーセントを記入して下さい。
（利用単位数の３ヶ月合計÷「区分支給限度基準額」の３ヶ月合計）×１００＝利用限度割合

　※サービスの利用状況やサービス内容について、下記の空欄を利用して記入して下さい。

＜３．主たる介護者・家族等の状況＞

（１）世帯の状況

「独　居」・・・住民票上、又は実質上の独居状態である。
「高齢者のみ」・住民票上で世帯全員が６５歳以上である。又、実質的に同居状態にある者
（６５歳以上）がいる場合にも適応する
「その他」・・・住民票上で２人以上の世帯で、６５歳未満のものが含まれる場合。
又、実質的に同居状態にある者（６５歳未満）がいる場合にも適応する。

※同一世帯の者で、「要介護１～５」又は「障害者等」により介護が必要な方がいる場合は、
続柄と年齢、要介護度や障害の状況を記入して下さい。

※世帯の状況については、必要に応じて下記の空欄に記入して下さい。

（２）主介護者の年齢・続柄（主介護者がいない場合は、空欄）
・入所希望者（本人）が、主介護者と同居か別居（別世帯）かによってチェックをつけて下さい。
・本人と主介護者の関係（続柄）について、項目から選んでチェックして下さい。

当てはまらない場合は、その他にチェックして（　）に関係を記入して下さい。

・主介護者の生年月日と年齢を記入して下さい。

（３）介護者（主介護者）の状況

現在の状況で、担当者が持っている情報や家族状況、健康状況を踏まえて、主介護者が今後も　　介護が可能かどうか、担当者の意見として記入して下さい。
（４）介護者（主介護者）の就労

現在の状況で、介護者の仕事や勤務状況を記入して下さい。

※1　家事は就労と認めません。

※2　農業については耕作面積が１０ｱｰﾙ以上で、年間60日以上従事していることを条件として
判断して下さい。（１日の就労時間は勘案しません。）

※3　自営業、会社員などでは勤務実態が分かるよう、週の就業日数と就業時間を記入して下さい。

（５）主介護者家族の育児、看護、介護の状況

主介護者が行っている家族の育児や看護、介護の状況を記入して下さい。

「内容」には家族の育児か看護、介護を記入して下さい。「続柄」は主介護者から見ての関係になります。
関わる頻度については、担当者の聞き取り、又は分かる範囲で記入して下さい。

（６）同居家族の介護補助

主介護者以外で本人と同居の者がいた場合に、その者が介護の補助をしている場合、「補助者あり」にチェックし、人数と続柄、補助を行う頻度を記入して下さい。

（６）別居血縁者の介護協力

主介護者以外で本人と別居している、家族や親族の介護協力がある場合、「介護協力あり」にチェックし、人数と続柄（関係）、協力を行う頻度を記入して下さい。
※主たる介護者の状況や家族の状況において、勘案すべき事項があれば、下記の空欄に記入して

下さい。

＜４．特記事項及び「特例入所」を必要とする要件等を記入＞

この欄には、特に入所を急ぐ必要がある場合として「虐待」「ネグレクト」など、担当の意見を記入して

下さい。
また、平成２７年４月１日より、要介護１・２の方の入所は、「特例入所」の要件を満たす場合のみに

なります。特例入所に必要な要件において、担当者の意見を記入して下さい。
